
   

※本紙「CHECKBOX」は、弊社とお取引頂きましたお客様への、弊社からの情報紙です。 

元号が代わります。 国家的なビックイベントです。 今回のチェックボックスは「平成」から「令和」へ時期が移行した時期になりますが、敢

えて最後の「平成」の元号でお届けしたいと思います。  

「平成」時代。 皆様にとってはどんな時代でしたか？ 昭和もそうだったと思いますが、同じように激動の時代であったのは間違いなかった

のではないでしょうか。 自分にとってもやはりいいこと、悪いこと、いろんなことがあった時代でした。 ただ何より戦争がなくてよかった。 そんな

いい時代だったと思っております。 文字通り「平成」な時代であったと思います。 

「平成」の元号発表の時、あの頃はまだ自分も学生で、親のすねをかじっていた、そしてそう、バブル最盛期で派手派手だった頃、小渕元

官房長官が額に入れて「平成」を宣言して、「お、そうなんだな！！でもなんかこの人、何の変哲も感動もないな～。普通だな～」 と感じたも

のでした。 バブルの時代的にそれなりの人が、もっとイベントっぽくするんだろうなと思っていたのですが、意外に普通で拍子抜けしたものでし

た。 昭和天皇の崩御直後のことで、そういうわけにもいかなかったのかもしれませんが。。。そして今、振り返ってあの画像がその後 30年間、

あれだけ再生されるとは思いもよりませんでした。 質素な感のある小渕元官房長官であり、そしてその普通の画像であるが故に長い間違和

感なく見られ、使われたのかもしれません。 普通でよかった。 まさに伝説的な 1ページとなりました。 

そして今回。 自分はきっと安倍総理がその役目を務めるのでは？と思ってたのですが、先例に則って官房長官の菅さんがやるとのことで

した。 「あ、菅さん。 普段はポーカーフェイスで強面だけど、きっと心の中では激しくガッツポーズしているんだろうな～！(*^^)v なにかする

のかな～。 気合入ってるんだろうな～。」 なんて、その画像にかなり期待しておりました。 そして迎えた 4月 1日。 菅さんの姿にはいつも

より入念にセットしたであろう髪型。 華やかなネクタイ。 もしや化粧では？と思えるような色つやのいいルックスをお見受けることが出来。。。

「菅さん。気合、伝わります！今後数十年間。 見させていただきます！押忍！」というエールを送りながら映像を拝ませていただきました。( ´

艸｀) ウェルカム「令和」。 皆様とともにきっといい時代にしていきたいと思います。 今後ともご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。 さ

て、それでは今回もチェックボックスお届け致します！！！ （大地住建／小川勇治） 

 

  

 

（緊急時、ﾄﾗﾌﾞﾙｻﾎﾟｰﾄご契約のお客様はこちらへ。 ０１２０－９７３－０２９ →24 時間 365 日受付いたします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★4月～7月（春～初夏）   

 ●ゴミの分別 

 新生活をスタートさせている方も多いと思います。 新しい地域に引っ越ししてこられた方は、その地域でのご

み分別のルールがありますので、しっかり把握して、対応してくださいますようお願いいたします。 

●エアコン 

 本格的な使用の前に早めに試運転をして調子を確認してください。 冷えない、温まらない等エアコンの作

動不良にはフィルターの目詰まり、ダクトホースのゴミのたまり、ガス抜けが考えられます。 ちょっとおかしいな

と思った時点で早めにご連絡ください。 シーズン時には作業に日数を要する場合がございます。 

●暖房器具のお手入れと収納！ 

 寒い間お世話になった暖房器具も、しばし休憩になります。 お掃除、お手入れをしてしっかり休ませてあげ

てください。 また使い始めるときには気持ちよく、きれいな状態で使えるようお手入れしておきましょう！  

 



        

          

●苦しかったり、大変だったりするのは、その時々の立場は違

えど、古今東西同じことで、みな平等に降りかかること。 その

時の立ち居振る舞い、挑み方がその人間にとって大切なんだ

ということですよね。 エールを送られている気分です。 これ

からのいろいろなことの励みにして臨んでいきたいものです。 

●もう一つはそう、「笑い( ´艸｀)」の効用です。 最近富に分

析なんかされちゃって、「笑いましょう！」なんていろんな人が

言ってます。 確かに何がなくとも笑ったりしていた頃も若いこ

ろはあったな。。。強要されることなく、自然にいきたいものです

ね。 （笑） （小） 
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